
令和７年度第１回
富山県ものづくり産業未来戦略フォローアップ会合

富山県ものづくり産業未来戦略の進捗状況等

富山県商工労働部

令和７年１０月１４日（火）

資料１

※進捗状況の詳細については、参考資料１をご覧ください。
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戦略の進捗状況

目標指標の動向

施策の方向性 目標項目名 基準 実績 目標値(R12年度)

①企業間・産学官連携（オープン
イノベーション）の推進による新た
な付加価値の創出

産学官オープンイノベーションの共同
研究の件数 323件

（H29～R5年度累計）

56件（R6年度）

54件（R7年度※R7.8末時点）

340件以上
（R6～12年度累計）

②ものづくりを担う人材の育成・確
保

ものづくり人材の育成数
（中高大学生・社会人）

4,800人程度
（R4年度）
・中高大学生4,600人
・社会人200人

5,420人程度（R6年度）

370人程度（R7年度※R7.8末時点）
基準以上

県内製造業における女性従業者割
合

31.4％（R3年度）
―

※経済センサス年度のみ
3%以上の上昇

③産業集積を活かした成長産業
の企業誘致、アジア等への海外展
開等への支援

企業立地件数 62件（R4年度） 53件（R6年度） 68件以上

海外販路開拓に関するサポート件数
191件（R4年度）

305件（R6年度）

145件（R7年度※R7.8末時点）
225件以上

④中小・小規模企業に対する総
合的支援

県内中小企業（製造業）の従業
者1人あたりの付加価値額

982万円（R3年度） 1,003万円（R5年度） 1,240万円以上

中小企業支援センター、よろず支援
拠点及び事業引継ぎ支援センターに
おける相談件数

6,707件（R4年度）
6,754件（R6年度）

2,976件（R7年度※R7.8末時点）
4,470件以上

指標名 基準（R3年度） 実績（R5年度） 目標値(R12年度)

県内製造業の付加価値額 1兆4,380億円
出典：経済構造実態調査

1兆4,182億円
出典：経済構造実態調査

1兆8,400億円

■全体指標

■目標 施策の方向性毎に進捗状況を確認する目標

本県製造業全体の動向を把握する指標

※赤字部分は、前回からの更新箇所



新たな総合計画の策定
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R7上半期における商工労働部の主な動き



新たな総合計画の策定

4

R7上半期における商工労働部の主な動き

県民一人ひとりの豊かで幸せな暮らしと本県の持続的な発展を実現するため、県民が主役の新し
い富山県の未来を描き、県民とともに新しい富山県づくりを推進する新たな総合計画を策定



新たな総合計画の策定
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R7上半期における商工労働部の主な動き



新たな総合計画の策定
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R7上半期における商工労働部の主な動き

※第３回総合計画審議会より



新たな総合計画の策定

7

R7上半期における商工労働部の主な動き

※第３回総合計画審議会より



新たな総合計画の策定
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R7上半期における商工労働部の主な動き

※第３回総合計画審議会より



サーキュラーエコノミーの推進
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R7上半期における商工労働部の主な動き

サーキュラーエコノミー（CE）の推進により、産業競争力を強化し、本県産業の持続的成長を目指す。

①全国に先駆けた先行事例の創出 ②CE移行への環境
整備を着実に推進 ③動静脈連携の一層推進

(公財)富山県新世紀産業機構にワンストップ相談窓口を設置
し、情報提供や連携支援を展開

今回の見本市では、新しい産業
の方向性のテーマとして「サーキュ
ラーエコノミー」を掲げ、サーキュ
ラーエコノミー推進セミナー、企
画展示等を実施

※現在、申込受付中
 こちらのQRコードから
 お申し込みいただけます

『富山県サーキュラーエコノミー推進ロードマップ』の策定(R7.3) 『富山県サーキュラーエコノミー推進プラットフォーム』の設置(R7.6）

T-Messe2025富山県ものづくり総合見本市(R7.10.30～11.1）

経済産業省主催によるシンポジ
ウム。本県の主要産業であるア
ルミ産業とプラスチックの資源循
環をテーマに、先進的なサーキュ
ラーエコノミーの取り組みを行
なっている産官学による基調講
演やパネルディスカッションを実
施

サーキュラーエコノミーによる地方創生シンポジウムin富山(R7.10.17)



富山県人材確保・活躍推進本部の設置

・県内のエッセンシャルワーク業種（※）を中心とした深刻な人手不足に対応するため、去る４月に庁内組織

「富山県人材確保・活躍推進本部」を設置。

・各業種の現状をきめ細かく把握・分析の上、以下の４本柱を軸に、既存の枠組みにとらわれず、実効性の高い施策を検討。

県庁一丸となって、全国に先駆けた「人材確保・活躍の富山モデル」の創出を目指して取り組む。

<スケジュール>
○ R7.４～ 第１回本部会議の開催（R7.4.28）以降、複数回開催

    （「労働供給制約社会」突入の認識共有、

各部局からの課題・取組みの方向性等の報告を踏まえた対策の検討など）

○ 10月末 『対策の骨子案』のとりまとめ
○ R８.２月 対策パッケージのとりまとめ・公表
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 県内企業への就職促進、多様な人材（女性・高齢者・障害者・外国人等）の活躍促進など

柔軟な働き方の導入、ハラスメント防止対策強化、育児・介護と仕事の両立支援 など

 職業訓練の充実、リカレント教育の推進、大学・高専との連携強化 など

 生成AI等の先端技術の活用、省人化投資の促進等 など

※医療・福祉、教育、運輸、農業、建設、公共交通、公務員等、社会の基盤を支える職種のこと

<対策検討の基本フレーム>

R7上半期における商工労働部の主な動き

■人材確保・活躍の富山モデル

成果を踏まえて
対策の不断の見直しへ

Step4
評判が人を呼び、
富山をさらに強くする

Step1
県を挙げた「対策パッケージ」
による力強い始動

Step3
富山で働く価値の広がり

Step2
現場での実践と定着



・成長分野における的を絞った企業誘致

対象分野：グリーン、モビリティ、デジタル・半導体、バイオ

目標：世界的な競争力ある企業を誘致し、関連産業の集積を促進

戦略：

•ターゲット企業のリストアップと個別戦略の策定

•県知事・関係者によるトップセールス

•税制優遇・補助金などの支援策提供

•県内大学・研究機関との産学連携強化

・若者・女性の活躍が期待される企業に対する広範な誘致
目標：高度スキルが求められる質の高い雇用の創出

戦略：

•ターゲット企業のデジタル・マーケティング

•税制優遇・補助金などの支援策提供

企業誘致戦略の策定
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R7上半期における商工労働部の主な動き

・企業誘致の関係機関の連携強化に向けて「富山県企業誘致推進会議」を開催（①5/13、②7/11）

・R7.7に、今後の誘致活動の基本となる「富山県企業誘致戦略」（計画期間：R7年度～R12年度）を策定。

・成長分野に的を絞った企業誘致や若者・女性の活躍が期待される企業に対する広範な誘致に取り組む

戦略の位置づけ

「富山県ものづくり産業未来戦略」の具体化

戦略の目的

・成長産業の誘致

新産業・イノベーションの創出

・魅力的な雇用創出

若者・女性の活躍が期待できる環境の増進

・地域経済活性化

企業投資の地域経済全体への還元

今後の企業誘致～目指す姿～
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米国の関税措置への対応

➢ 「米国の関税措置に関する金融特別相談窓口」の設置
・県融資制度の紹介、国の支援策や相談窓口を案内
・10月１日より「経済変動対策緊急融資」に新たに
「米国関税対策枠」を創設し、関税の影響により
売上が減少した中小企業の資金繰りを支援

➢  県ホームページ特設サイトによる情報発信
・セミナーなど必要な情報を随時更新するとともに、
事業者向け支援策一覧を掲載

➢  国への要望活動等
・県重要要望をはじめ、全国知事会・中部圏知事会との連携など、
あらゆる機会を通じて国へ要望

➢ 「富山県米国関税情報連携会議」の開催(①4/24、②8/27）
・関係機関等との緊密な連携強化を図るべく、県内経済への影響等の情報共有、
対応方針を議論

R7上半期における商工労働部の主な動き

←支援策一覧は
 こちらから確認

   できます
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